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今年は、京都議定書の約束を果たす5年間のスタート年です。日本は京都議定書
で、地球温暖化防止のために温室効果ガスを1990年に比べて6%削減することを国際社
会に対して約束しています。また、7月には、地球温暖化問題を主要テーマとして先
進国サミットが北海道の洞爺湖で開催されます。このように重要な節目の年にあたっ
て、墨田区地球温暖化対策地域推進計画を策定することができました。区では、今後
この計画に基づく様々な環境施策を順次実行して、墨田から地球温暖化防止を推進し
たいと考えています。
地球温暖化の原因は言うまでもなく、私たち人間の日常活動から生じる二酸化炭素
をはじめとした温室効果ガスです。本計画では、まず墨田区全体の温室効果ガスの削
減について、平成20年度から27年度までに1990年度比で8%削減するという目標を掲
げております。そして、この目標を実現するための各種の方法を提示しています。特
に、近年家庭やオフィスなどの業務部門から排出される温室効果ガスが増えているこ
とから、区民や事業者の皆様がすぐに取り組める省エネのための行動や、その行動を
促進・支援する区の施策について掲載しております。本計画を実行し目標達成を目指
すことは、国の目標達成にも大いに寄与することとなります。
計画期間の初年度となる平成20年度には、本計画の重点プロジェクトである「みん
なで取り組むCO2削減区民運動」を開始します。墨田区基本計画に掲げた「協治（ガ
バナンス）」や、すみだ環境基本計画に掲げた「共創」の精神に基づき、ひとりでも
多くの方々とともにCO2削減行動に取り組んでいきたいと考えております。省エネを
心がけた生活、ごみをできるだけ出さない暮らし、環境に負荷をかけない商品の購
入、住まいの断熱化や緑化、そして雨水利用などの様々なエコライフを、楽しみなが
ら実践していただきたいと思います。区自らも、この計画に沿った取り組みを率先し
て実行し、新タワーをシンボルとした国際観光都市として、多くの来街者に「環境に
やさしいまち　すみだ」を体験していただけるようにしたいと思います。
温暖化防止はもはや一時の猶予もありません。私たち一人ひとりが地球という星の
市民であることを改めて確認し、この豊かな生命にあふれた星を次の世代に引き継ぐ
ため、一人ひとりが身近なことから始めていただきたいと思います。
結びに、本計画策定に際して、多くの貴重なご意見を賜りました区民の皆様、並び
に墨田区環境審議会、すみだ環境共創区民会議の皆様に御礼申し上げます。

平成20年3月
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2 本計画策定の背景

（1）地球温暖化のメカニズムと今後の温暖化の進行予測

図 1-1　地球温暖化のメカニズム
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IPCC 19 2007

20 30

（2）地球温暖化問題にかかわる最近の動き

図 1-2　地球温暖化問題に関わる最近の動き
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（3）京都議定書と世界・日本の動向

表 1-1　京都議定書の要点

CO2 CH4 N2O
HFCs PFCs SF6 6

2 1990 HFCs
PFCs SF6 7 1995 7 1995

20 2008 24 2012 5

6% 7% EU8%
5%

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/cop.html
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表 1-2　平成 17（2005）年度と基準年度の温室効果排出量比較

t-CO2eq 5

17 2005

CO2 1,144 1,293 +13.1%

1,059 1,203 +13.6%

85.1 90.6 +6.6%

CH4 33.4 24.1 -27.9%

N2O 32.6 25.4 -22.0%

3 51.2 16.9 -66.9%

HFCs 20.2 7.1 -64.7%

PFCs 14.0 5.7 -59.6%

SF6 16.9 4.1 -75.7%

 1,261 1,360 +7.8%

2005 17

 1-1 CO2 CH4 N2O 2 1990
3 7 1995

図 1-3　我が国の温室効果ガス排出量の推移
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図 1-4　日本の温暖化対策政策
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表 1-3　東京都で実施されている温暖化対策施策例
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3 本計画の位置づけ

図 1-5　墨田区地球温暖化対策地域推進計画の位置づけ

表 1-4　地球温暖化対策の推進に関する法律　第 20条

2

墨田区地球温暖化対策地域推進計画

20
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2 1990 20 2008 27 2015

23 2011

4 基準年度と計画期間

図 1-6　基準年度と計画期間
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◆ 京都議定書の基準年度と目標期間 ◆
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5 対象区域と対象ガス

表 1-5　対象区域と対象ガス
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1 温室効果ガスの現状と予測

（1）二酸化炭素排出量の現状

図 2-1　墨田区の部門別二酸化炭素排出量の推移

図 2-2　墨田区の部門別二酸化炭素排出構成比（平成 16（2004）年度）
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2

2 1990 27 2015

1 4.0%

27 2027 9%

16 2004 22 2010 23 2011

9%

（2）二酸化炭素排出量の将来推計

表 2-1　墨田区における二酸化炭素排出量の将来推計

2
1990

16
2004

22
2010

27
2015

22
2010

27
2015

38 18 18 18 18 18

402 172 172 172 172 172

440 190 190 190 190 190

257 305 318 318 290 278

150 308 314 335 308 321

407 613 632 653 598 600

353 371 330 320 330 315

41 30 27 25 26 23

394 402 358 345 355 338

17 18 18 19 17 16

1,257 1,222 1,197 1,207 1,160 1,144

0.0% -2.8% -4.8% -4.0% -7.7% -9.0%

1000 t-CO2
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27 2015 8.0%

9.0%

（3）温室効果ガス全体の予測

表 2-2　墨田区における温室効果ガス排出量の将来予測

16
2004

22
2010

27
2015

22
2010

27
2015

CO2 1,257 1,222 1,197 1,207 1,160 1,144

CH4 2 1 1 1 1 1

N2O 13 10 8 8 8 8

HFCs 8 16 27 27 27 27

PFCs 1 0 0 0 0 0

SF6 2 0 1 1 1 1

1,284 1,249 1,234 1,243 1,197 1,181

0.0% -2.7% -3.8% -3.2% -6.7% -8.0%

1000 t-CO2eq
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23 2011

16 2004

8.0%

8%

2 総量目標

図 2-3　墨田区の温室効果ガス削減量のイメージ

《 平成27（2015）年度における墨田区の温室効果ガス排出量の削減目標 》
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24 2012 6% 27 2015 8%

◆ 温室効果ガス削減目標の設定について ◆
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22 2010

◆ 地球温暖化の対策技術 ◆

地球温暖化の対策技術（主要な技術の抜粋）

DVD

ITS

部 門 対 策

新エネルギー

＜新エネルギーとは＞

新エネルギー
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第 3章　温室効果ガスの削減対策
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第3章第3章

温室効果ガスの　
削減対策

温室効果ガスの　
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1 墨田区における課題と対策の考え方

表 3-1　墨田区における課題と対策の考え方の整理

23

15.5%
8.8%

25.2%
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 2 

2 温室効果ガス削減対策の体系

基準年度比8%削減《平成27（2015）年度に

基本方針 それぞれがとるべき行動 区が

全体の方針

滞
在
者

区

全
体

区
民

事
業
者

（4）区役所等区有施設での基本方針4 （4）区

（3）滞在者への支援基本方針3 （3）滞在者

（2）事業者への支援

ESCO

基本方針2 （2）事業者

（1）区民への支援

基本方針1 （1）区民
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おける削減目標》を達成するための施策の体系

行う施策 CO2削減重点プロジェクト

対策

3R

3R

①みんなで取り組むCO2削減区民運動

②地球温暖化防止設備の導入支援

③地球温暖化防止相談窓口の開設

④環境ふれあい館からの情報発信

⑤子どものうちから省エネ実践

⑥事業者のCO2削減支援

⑦まちづくりでCO2削減

⑧環境にやさしい交通システムの整備

⑨緑化でCO2削減

⑩雨水利用でCO2削減
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3 基本方針

図 3-1　基本方針の概念図

Think 

Globally, Act Locally 9

9

区民・事業者・滞在者・区の協力と連携

区民・事業者・滞在者・区の共創により地球温暖化対策に取り組みます
全体の方針

すべての区民が地球温暖化対策に取り組みます
基本方針１

すべての事業者が地球温暖化対策に取り組みます
基本方針２

すべての滞在者が地球温暖化対策に取り組みます
基本方針３

区は率先して地球温暖化対策に取り組みます
基本方針４

全体の方針　区民・事業者・滞在者・区の共創により地球温暖化対策に取り組みます



第 3章　温室効果ガスの削減対策

27

4 1

15

4

10

10 1,500 kl

基本方針１　すべての区民が地球温暖化対策に取り組みます

基本方針２　すべての事業者が地球温暖化対策に取り組みます

◆ 墨田区の部門別二酸化炭素排出構成〔平成16（2004）年度〕 ◆

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4

1.5% 1.4%

2.5%30.4%24.9%25.2%14.1%
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基本方針３　すべての滞在者が地球温暖化対策に取り組みます

基本方針４　区は率先して地球温暖化対策に取り組みます



第 3章　温室効果ガスの削減対策

29

27 2015

4 区民、事業者、滞在者、区が取り組むべき行動

（1）区民が取り組むべき行動

① 今すぐにできる行動

20 28

11

12

13

11

12

13
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14

3R 15

② 家の新築・増改築時、家電製品等を買うときの行動

16

14

15 3R Reduce Reuse Recycle

16
100 102 105 100
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（2）事業者が取り組むべき行動

① 事業者共通の行動

ESCO17

BEMS18

ISO14001 21

28 20

3R

PR

17 ESCO Energy Service COmpany

ESCO
18 Building and Energy Management System
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② 製造業での対策

③ オフィスでの対策

④ 店舗等での対策

  
  
  
  
  

（3）滞在者が取り組むべき行動

① 観光をするときの行動

② 買い物先での行動



第 3章　温室効果ガスの削減対策

33

③ 滞在先での行動

20 28

（4）区が取り組むべき行動

① 率先行動

21 16
3%

② 区有施設、車両での取り組み

ESCO19

19 ESCO Energy Service COmpany

ESCO
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5 区が行う施策

①区による情報発信

②省エネルギー型ライフスタイルの普及

③商店街・小売店等を通じた情報発信

④省エネ機器の導入支援策

⑤省エネ等診断事業

⑥環境にやさしい建築物の選択サポート

⑦公共交通機関・自転車の利用促進

⑧緑化の推進とヒートアイランド対策

⑨交通システムの改善

⑩環境学習

⑪学校での環境学習

⑫フィフティ・フィフティプログラム

⑬3Rの推進

⑭雨水利用の推進

⑮人材育成

（1）区民への支援

①区による情報発信

②省エネ診断・ESCO事業取り組み支援

③自動販売機対策

④環境マネジメントシステムの認証取得支援

⑤交通システムの改善

⑥3Rの推進

⑦雨水利用の推進

⑧再開発地区での温暖化対策

（2）事業者への支援

①区による情報発信

②観光者への交通システム

③ホテル・小売店等を通じた情報発信

（3）滞在者への支援

①率先行動

②区有施設

③車両

（4）区役所等区有施設での対策
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（1）区民への支援

① 区による情報発信

② 省エネルギー型ライフスタイルの普及

20

情報源情報

温室効果ガス削減技術・省エネルギー技術・新エネルギー
技術・ヒートアイランド対策技術

20

ライフスタイルや機器の運用

省エネナビモニター制度

3

すみだ環境家計簿

1
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③ 商店街・小売店等を通じた情報発信

省エネファミリー制度

5

省エネ機器を販売する小売店

2

給湯器販売店

商店街

住宅施工またはリフォーム
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④ 省エネ機器の導入支援策

⑤ 省エネ等診断事業

不動産業者

カーディーラー

区による直接補助

省エネ機器や商品の紹介

国庫補助金等との連携

NEDO 1 2

住宅、建築物の簡易診断

1 NEDO New Energy and     
Industrial Technology Development Organization NEDO

  2 NEDO
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⑥ 環境にやさしい建築物の選択サポート

⑦ 公共交通機関・自転車の利用促進

⑧ 緑化の推進とヒートアイランド対策

屋上壁面緑化の普及啓発

屋上緑化助成制度

1 1

40

緑のへい（生垣や植樹帯）の設置助成制度

40

地上部緑化の推進

熱交換塗料・遮熱性塗装の普及啓発
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⑨ 交通システムの改善

レイル・アンド・ライド等の推進

区内循環バス運行の検討

自転車の利用を促進するまちづくり

船着場の整備
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⑩ 環境教育

⑪ 学校での環境学習

⑫ フィフティ・フィフティプログラム

ISO

環境学習プログラムの作成

環境学習の場の整備
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⑬ 3R21の推進

⑭ 雨水利用の推進

区民・事業者による3R の実施

3Rの普及啓発事業

区・区民・事業者等の協働による3R

雨水利用の導入支援

雨水利用のネットワーク拡充

雨水利用での国内外の水危機打開への貢献

雨水利用の取り組み支援

21 3R Reduce Reuse Recycle
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⑮ 人材育成

エコライフサポーター

グリーンコンシューマー※

様々な人材の登用

リサイクルリーダー
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（2）事業者への支援

① 区による情報発信

② 省エネ診断・ESCO事業取り組み支援

ESCO ESCO

ESCO

22

ESCO Energy Service COmpany

ESCO

情報源情報

22

温室効果ガス削減技術・省エネルギー技術・新エネルギー
技術・ヒートアイランド対策技術

機器、設備の運用改善
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③ 自動販売機対策

24

④ 環境マネジメントシステムの認証取得支援

ISO1400123 2124 25

26

⑤ 交通システムの改善

23 ISO14001

24 21

25 ISO14001

26
GP

省エネルギー型自動販売機導入支援

レイル・アンド・ライド等の推進
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⑥ ３Rの推進

区内循環バス運行の検討

自転車の利用を促進するまちづくり

船着場の整備

区民・事業者による3R の実施

3Rの普及啓発事業

区・区民・事業者等の協働による3R

地域リサイクルの人材育成
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⑦ 雨水利用の推進

⑧ 再開発地区での温暖化対策

PR

雨水利用の導入支援

雨水利用のネットワーク拡充

雨水利用での国内外の水危機打開への貢献

雨水利用の取り組み支援

交通需要マネジメント

新タワーと環境共創
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（3）滞在者への支援

① 区による情報発信

② 観光者への交通システム

環境負荷の少ない過ごし方の紹介

レイル・アンド・ライド等の推進

区内循環バス運行の検討

自転車の利用を促進するまちづくり

船着場の整備
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③ ホテル・小売店等を通じた情報発信

ホテル

買い物の心得
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（4）区役所等区有施設での対策

① 率先行動

21 16 3%

21 16 3%

21 16 3%

21 16 3%

21 16 3%

21 16 3%

1

2

3
 

4

5

1

1

1

1

2

3

2

3 OA

3

2

2

3

4 OA

5

6

4

1

墨田区地球温暖化防止実行計画の着実な推進

1

21 16 3%

2

墨田区地球温暖化防止実行計画目標値の達成

墨田区地球温暖化防止実行計画の改訂
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② 区有施設

③ 車両

エコマネージャー制度の実施

庁舎リフレッシュ計画の策定・実施

公園緑地の拡充

街路樹の整備

新規施設の省エネ化

自然エネルギーの導入

既存施設設備機器の省エネ改修（ESCO 事業等の検討）

区有施設からの温室効果ガス排出量の明示

遮熱性塗装の導入

立体緑化（屋上緑化、壁面緑化）の導入

雨水利用導入

小中学校の校庭の芝生化

低公害車の導入促進

エコドライブの推進
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第4章第4章

CO2削減重点　
プロジェクト

CO2削減重点　
プロジェクト
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1. みんなで取り組むCO2削減区民運動

2. 地球温暖化防止設備の導入支援

3. 地球温暖化防止相談窓口の開設

4. 環境ふれあい館からの情報発信

5. 子どものうちから省エネ実践

6. 事業者のCO2削減支援

7. まちづくりでCO2削減

8. 環境にやさしい交通システムの整備

9. 緑化でCO2削減

10. 雨水利用でCO2削減
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CO2 CO2

CO2

CO2

CO2

27

みんなで取り組むCO2削減区民運動

みんなで取り組むごみ減量

① グリーンコンシューマーの育成

② エコストア 28など商店の育成

27
HFC

CO2

28

1. みんなで取り組むCO2削減区民運動
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地球温暖化防止のためのイベントを開催

CO2 CO2

CO2

1 1kg

◆ 二酸化炭素（CO2）を1日1kg削減するCO2削減区民運動にご参加ください ! ◆

CO2

g

実行する項目を合計して 1日 1 kg削減にチャレンジ！ 10,244

20 281 114

2 626

3 82

4 80

5 20

6 42

7 57

8 108

9 17

10 110

11 6

12 246

13 60

14 111

15 106

16 183

17 98

18 171

19 404

20 62

21 3,077

22 1,671

23 1,978

CO224 607

25 208

家庭のCO2削減チェックリスト
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CO2

設備導入の補助等

① 建物の地球温暖化対策

② 暮らしの中の地球温暖化対策

遮熱性塗装

高断熱住宅

高効率照明

燃料電池高効率給湯器

太陽光発電 ・ 
太陽熱温水器

緑のカーテン

2. 地球温暖化防止設備の導入支援
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CO2

地球温暖化防止に関する総合相談窓口の開設

遮熱性塗装の見本コーナー設置

ホームページのリニューアル開設

普及啓発

白熱球型蛍光灯 エコタップ 節水型シャワーヘッド

TOTO

3. 地球温暖化防止相談窓口の開設
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CO2 CO2

◆ 家電製品の買い替えは「もったいない」？ ◆

2003

1999

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500

CO2

CO2

電気冷蔵庫のCO2排出量の例（kg-CO2）
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地球温暖化防止講座の開設

地球温暖化に関する展示

① 地球温暖化対策地域推進マイスター養成講座（仮称）

② 環境体験学習プログラム

③ ヒートアイランド及び地球温暖化防止教室

① 常設展示

② 企画展示

4. 環境ふれあい館からの情報発信
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地域の特色を活かした環境体験学習事業

環境コミュニティ（地域の環境力づくり）

① 川を活かした環境体験学習事業

② 新タワー地区を活かした環境体験学習事業
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29 30

フィフティ・フィフティプログラム

地球温暖化防止教育

エコスクール

食育

29

30 CO2

CO2

5. 子どものうちから省エネ実践

16



第 4章　CO2削減重点プロジェクト

61

2,000

100
CO2

◆ フィフティ・フィフティプログラム ◆

省エネ教育

経費削減

温暖化防止

図 4-1　芝生化した校庭
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ISO14001 21

550 1

環境認証取得支援

高効率設備の導入支援

講座の開設

自動販売機のCO2削減

6. 事業者のCO2削減支援

CO2
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● ISO14001
ISO14001

㈶
ISO14001

● エコアクション21
21

● エコステージ
Eco Stage ISO14001

ISO14001

◆ 各種環境認証について ◆

● グリーンプリンティング

GP

GP GPマーク
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遮熱性塗装の普及

自然エネルギー導入

地域冷暖房導入

ヒートアイランド対策

7. まちづくりでCO2削減

図 4-2　遮熱性塗装を施工した校庭
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31

新タワー効果による交通量増加に起因した環境負荷の低減

公共交通機関の利便性向上による自動車流入量の低減

自転車や徒歩による移動

図 4-3　区が推進する新しい交通システム

31 23

8. 環境にやさしい交通システムの整備

環境先進都市　すみだ
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CO2

CO2

地上・屋上・壁面緑化

助成制度

森林保全によるCO2吸収

「緑のカーテン」大作戦

図 4-4　緑のカーテンで覆われた窓

9. 緑化でCO2削減

CO2
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CO2

CO2

雨水利用によるCO2削減効果

雨水利用・浸透の推進

助成制度

雨水と緑を活用したヒートアイランド対策

10. 雨水利用でCO2削減
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第5章第5章

計画の推進に向けて計画の推進に向けて
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1 実施体制

NPO

図 5-1　PDCAサイクルによる事業評価プロセス

27 2015

8%

2 評価点検のしくみ

事業の実施
（DO）

すみだ環境共創区民会議

見直し・検証
（ACT）墨田区環境保全課

企画・立案
（PLAN）

評価
（CHECK）

墨田区環境審議会

4 23
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1 墨田区の地域特性

2 1990 11 1999

17 2005 2 1990

（1）人口・世帯

図 1-1　墨田区の人口の推移　　　　　　　図 1-2　墨田区の世帯数と世帯人員数の推移

図 1-3　墨田区の単身世帯の年齢別構成（平成 17（2005）年度）

資料 1　墨田区の地域特性と温室効果ガス排出状況

2 1990 31%

17 2005 41%

30 65 24%
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100
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1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005

1,000

0

25
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100
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150
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1.5

1.8

2.1
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2.7
1,000

1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005

19
0.9%

20 24
7.4%

25 29
12.5%

30 34

11.5%

35 39
9.1%

40 44
6.8%

80
6.3%

70 74
5.9%

65 69

6.6%

60 64
7.2%

55 59
8.6%

50 54
6.4% 45 49

5.6%

75 79
5.2%

65
24.0%

30
20.8%

30
20.6%

50
15.0% 40

12.4%

60 64
7.2%



74

資
料
編

2 1990

23

（2）事業者

16 2004

図 1-4　墨田区の製造業の事業所数と従業者数の推移　　図 1-5　墨田区の製造業の産業中分類別事業所数

図 1-6　全国／東京都／墨田区の産業大分類別
　　　　従業者数比率

図 1-7　墨田区の事業所・従業者数の推移

2 3 17 2005
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（3）交通

図 1-8　墨田区の自動車保有台数の推移
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2 温室効果ガス排出状況

16 2004

（1）部門別温室効果ガス排出量実績の算定

① 算定の前提条件

１）対象ガスと対象年度

２）算定対象部門と算定方法概要

表 1-1　対象ガスと対象年度

CO2

CH4

N2O

2 1990 16 2004
2 1990

HFCs
PFCs

SF6

7 1995 16 2004
7 1995

表 1-2　二酸化炭素排出量の算定方法概要

LPG

LPG

19 2007
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表 1-3　その他 5ガス排出量の算定方法

5

18 8

CH4

N2O

HFCs

PFCs

SF6
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② 部門別温室効果ガス排出量実績

16 2004 125 t CO2

0.1% 2% 32

98% 95% 97%

3

図 1-9　墨田区の温室効果ガス排出量の推移

図 1-10　温室効果ガス別構成比の比較
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（2）各部門についての分析と墨田区の特徴

① 二酸化炭素排出量の部門別排出量の分析

図 1-11　墨田区の部門別二酸化炭素排出量の推移

図 1-12　墨田区の部門別二酸化炭素排出構成比（平成 16（2004）年度）

　【東京都】　　　　　　　　　　　　　　　　【墨田区】
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１）産業部門

図 1-13　墨田区の製造業の二酸化炭素排出量とエネルギー消費量の推移
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図 1-14　墨田区の事業所数と従業者数の推移
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33

２）民生部門
  i ）家庭

図 1-15　墨田区の家庭部門の二酸化炭素排出量とエネルギー消費量の推移

図 1-16　墨田区の家庭の要因分析 34
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表 1-4　家庭要因分析における各要因の説明

 1-16

5 1993

25%

  ⅱ ）業務

図 1-17　墨田区の業務の二酸化炭素排出量とエネルギー消費量の推移
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図 1-18　墨田区の業務の要因分析

 1-5

表 1-5　業務要因分析における各要因の説明
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図 1-19　墨田区の業務の建物用途別床面積の推移
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３）運輸部門

図 1-20　墨田区の自動車の二酸化炭素排出量と走行量の推移
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② その他5ガスの部門別排出量の分析

CH4 N2O

HFCs PFCs SF6

7 1995

7 1995

35

図 1-21　墨田区のその他 5ガスの推移

図 1-22　墨田区のその他 5ガスの排出源内訳（平成 16（2004）年度）
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1 将来推計の考え方

資料 2　墨田区の温室効果ガス排出量将来推計

36

 2-1

2  2-2

表 2-1　将来推計の考え方

表 2-2　ケース設定

36

16 2004 16 2004

16 2004

22 2010

16 2004

16 2004 16 2004

5
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2 二酸化炭素排出量

18 2006 0.339

kg-CO2/kWh 19 2007

22 2010 18 2006 23

2011 27 2015 22 2010

0.304 kg-CO2/kWh

表 2-3　電力の二酸化炭素排出係数

（1）産業部門

2005
2006

 2010 2015

2 1990 0.380 12 2000 0.328

3 1991 0.385 13 2001 0.318

4 1992 0.390 14 2002 0.381

5 1993 0.367 15 2003 0.460

6 1994 0.378 16 2004 0.382

7 1995 0.358 17 2005 0.374

8 1996 0.336 18 2006 0.339

9 1997 0.335 22 2010 0.339

10 1998 0.315 27 2015 0.304

11 1999 0.326

kg-CO2/kWh
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（2）家庭部門

① 推計の考え方

37 38

27 2015

② 世帯数

図 2-1　墨田区における世帯数の推移（2006年度以降は推計値）

③ 原単位
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④ 対策

⑤ 算出結果

22 2010

23 2011

図 2-2　墨田区の家庭部門二酸化炭素排出量

表 2-4　家庭部門の対策一覧
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（3）業務部門

① 推計の考え方

2006 4

② 床面積

9 1997 16

2004 17 2005

図 2-3　墨田区の業務床面積の推計

③ 原単位

22 2010

23 2011

2006 4

表 2-5　東京タワーの二酸化炭素排出量など

CO2 9,707 t-CO2

31,965 m2

304 kg-CO2/m2

141 kg-CO2/m2
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④ 対策

⑤ 算出結果

19 2007

23 2011

図 2-4　墨田区の業務二酸化炭素排出量（目標達成ケース）

表 2-6　業務の対策一覧

9,707 t-CO2 2,400 kWh

800

kWh 3,200 kWh

23 2011
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（4）運輸部門

① 推計の考え方

2006 4

② 対策

図 2-5　墨田区の自動車の将来推計

③ 算出結果

表 2-7　運輸部門の対策
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図 2-6　墨田区の鉄道の将来推計

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1990 1995 2000 2005 2010 2015

1000 t-CO2
45



94

資
料
編

22 2010

23 2011 27 2015

22 2010

22 2010

27 2015 16 2004

22 2010 23 2011

（5）二酸化炭素排出量のまとめ

表 2-8　墨田区における二酸化炭素排出量の将来推計

表 2-9　墨田区における二酸化炭素排出量の伸び

2
1990

16
2004

22
2010

27
2015

22
2010

27
2015

38 18 18 18 18 18

402 172 172 172 172 172

440 190 190 190 190 190

257 305 318 318 290 278

150 308 314 335 308 321

407 613 632 653 598 600

353 371 330 320 330 315

41 30 27 25 26 23

394 402 358 345 355 338

17 18 18 19 17 16

1,257 1,222 1,197 1,207 1,160 1,144

1000 t-CO2

2
1990

16
2004

22
2010

27
2015

22
2010

27
2015

0.0% -53.0% -53.0% -53.0% -53.0% -53.0%

0.0% -57.3% -57.3% -57.3% -57.3% -57.3%

0.0% -56.9% -56.9% -56.9% -56.9% -56.9%

0.0% 18.4% 23.5% 23.7% 12.7% 8.2%

0.0% 105.6% 109.4% 123.5% 105.7% 114.3%

0.0% 50.5% 55.1% 60.5% 47.0% 47.3%

0.0% 5.1% -6.5% -9.3% -6.6% -10.7%

0.0% -25.3% -32.8% -39.7% -36.8% -43.3%

0.0% 2.0% -9.2% -12.4% -9.7% -14.1%

0.0% 5.9% 11.2% 11.7% 2.2% -2.3%

0.0% -2.8% -4.8% -4.0% -7.7% -9.0%
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3 各部門の導入量の目安（参考）

（1）家庭部門

① 高効率給湯器の導入量の目安

CO2 12,000 22 2010

6,000 22 2010

② 太陽光発電の導入量の目安

10,000kW 3,000 22 2010

③ 世帯当たりの光熱費の目安（平成 27（2015）年度）

4 16 2004 19,748

27 2015 18,133

表 2-9　墨田区の世帯当たり光熱費の目安

2004

16 2004 27 2015

5,828 3,087 77 8,993 5,209 3,082 38 8,330

2 10,636 4,564 261 15,461 9,507 4,557 128 14,191

3 12,497 5,324 328 18,149 11,170 5,315 161 16,646

4 13,630 5,809 309 19,748 12,182 5,800 151 18,133

5 15,414 6,089 356 21,859 13,777 6,079 174 20,030

6 20,257 6,833 462 27,552 18,106 6,821 227 25,153

9,676 4,346 210 14,232 8,564 4,306 101 12,971

/ /
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（2）業務部門

表 2-11　墨田区の業務の床面積・原単位・エネルギー消費量の目安

（3）自動車部門

表 2-12　墨田区の自動車の総走行距離・燃費・エネルギー消費量の目安

16 2004 27 2015

m2 MJ/m2 TJ m2 MJ/m2 TJ
1,751,241 1,039 1,820 1,960,925 1,016 1,992

93,070 1,701 158 270,406 1,649 446
118,665 881 105 125,392 846 106
183,518 2,342 430 202,525 2,335 473
95,509 2,127 203 144,853 2,254 327

412,393 473 195 412,993 464 192
140,138 1,919 269 151,750 1,842 280
380,701 1,623 618 487,617 1,669 814

3,175,235 1,196 3,798 3,756,460 1,232 4,628

16 2004 27 2015

km km/L 1,000kL km km/L 1,000kL
977 9.3 105.2 889 9.7 91.9

8 3.5 2.4 7 3.6 2.0
258 11.3 22.8 189 11.5 16.4
142 5.6 25.4 125 5.6 22.2
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4 その他5ガス

① 推計の考え方

5 45

② 算出結果

22 2010

表 2-13　墨田区におけるその他 5ガス排出量の将来予測

45  19 9 21

16
2004

22
2010

27
2015

22
2010

27
2015

CH4 1.8 1.4 1.2 1.2 1.2 1.2

N2O 13.3 10.1 8.3 8.2 8.3 8.1

HFCs 8.1 16.0 26.7 26.7 26.7 26.7

PFCs 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

SF6 1.9 0.3 0.6 0.6 0.6 0.6

5 26.2 27.8 36.8 36.7 36.8 36.6

0.0% 6.0% 40.3% 39.7% 40.2% 39.3%

1000 t-CO2eq
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5 温室効果ガス排出量のまとめ

27 2015

27 2015

9.0%

8.0%

表 2-14　墨田区における温室効果ガス排出量の将来予測

図 2-7　墨田区における温室効果ガス排出量の将来予測
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1 家庭における省エネ意識と対策

資料 3　区民・区内事業者の意識 46

図 3-3　地球温暖化の情報源

図 3-1　地球温暖化問題の認知度 図 3-2　省エネへの取り組みの問題点

46  3 15

0

200

400

600

800

1,000

211

631

243

16

84 94
26 3 25 7

3232
12 5 4

n=892

852

n=892

73.1%

25.7%

0%1%

28

201

127

114

111

285

300

0 50 100 150 200 250 300 350

n=892



100

資
料
編

2 事業者における省エネ意識と対策

図 3-6　機器別省エネ対策を行わない理由

図 3-4　冷暖房機器の省エネ対策

図 3-5　ここ 3年間の省エネ意識の向上
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用語解説

＜あ行＞

エアゾール 77 85

エコアクション 21 31 44 62 63

エコステージ 31 44 62 63

ISO14001

エコストア 53

エコドライブ 30 31 32 33 35 39

43 44 50

エネルギー消費原単位 22 76 81 82

83 86 88 90 96

温室効果ガス 2

6

3

＜か行＞

活動量 76 86

環境家計簿 29 35 36

気候変動に関する政府間パネル（IPCC） 2

3 4

IPCC
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基準年度 6 10 11 15 16 17 18

24 70 76 85 97 98

2 1990

7 1995

京都議定書 2 3 5 6 7 9 10 11

15 17 18 19 76 86 94 95 98

9 1997 12 COP3 3

20 2008

24 2012

17 2005

14 2002

グリーンプリンティング 44 62 63

GP

グリーンコンシューマー 42 53

高効率給湯器 19 30 32 35 36 37

43 54 55 89 91 95

CO2

3

コージェネレーション 19 31 91

＜さ行＞

旬の食材 29

省エネラベリング制度 8

12 2000 8 JIS

%

＜た行＞

待機時消費電力 29 54

代替フロン 5 6 18 31 53 78 85

97
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HFC

CO2

地産地消 60

適合率 88

電圧調整装置 30

100 102 105

100

トップランナー機器 32 43 88 91

＜な行＞

燃料電池 19 55 91

＜は行＞

フードマイレージ 60

CO2

CO2

＜ら行＞

リサイクル 30 31 32 35 40 41

42 45 49 53 57

＜アルファベット＞

BEMS 31 91

Building and Energy Management System
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CO2eq 6 16 78 97 98

eq equivalent CO2eq

ESCO 24 31 33 34 43 50

ESCO Energy Service COmpany

ESCO

ISO14001 31 44 62 63

ISO14001

LED 89

Light Emitting Diode

NEDO 37

NEDO New Energy and Industrial 

Technology Development Organization

NEDO

Think Globally, Act Locally 26

TJ 80 81 82 96

TJ

1012 J

80

3R 25 30 31 34 41 45

3R Reduce

Reuse Recycle
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